
 
めん羊における線虫コントロール戦略 Refusia取り組み事例 

 

○福本 奈津子、川端 圭佑、花村 瞳、稲葉 朋子、加藤 純規、萩野 雅久、 

大野 尚之、山崎 正人、増山 均、河野 博英、廣岡 俊行 

（独）家畜改良センター十勝牧場  

 

【はじめに】めん羊を飼育する上で、寄生虫対策は避けて通れない。特に捻転胃虫をはじめ

とする消化管内寄生線虫類は、適切な駆虫を実施しなければ容易にめん羊を死に至らしめ

るだけでなく、症状を出さず発育を 50％低下させるなど、見えない生産効率低下を招く最

大の要因といえる。この対策として過去 40年間に渡り、定期的な駆虫が実施されてきたが、

近年、駆虫薬抵抗性を示す線虫の増加が世界的に問題となっている。特に、めん羊に利用可

能な駆虫薬の種類が限られている日本においてはより深刻な問題である。今回、消化管内線

虫ｺﾝﾄﾛｰﾙ戦略 Refusia（ﾚﾌｭｰｼﾞｱ）に取り組み、駆虫薬に依存することなく線虫症の発症を

抑え、良好な発育と受胎率向上という一定の成果が得られたのでその概要を報告する。 

【方法】平成 27 年～平成 28 年にかけて、英国の団体 SCOPS が提唱する Refusia 方法に従

い、消化管内寄生線虫に対する駆虫方法および放牧期における草地ﾛｰﾃｰｼｮﾝ方法の見直しを

行った。また、各飼養ｽﾃｰｼﾞ事の栄養管理に留意し、MPT、BCS等を利用しつつ栄養充足率に

注意を払った。対策効果は、対策前後で以下の項目を比較した。1)線虫卵糞便検査陽性率

（EPG≧1000）および群に対する駆虫回数の合計 2)子羊の発育（DG）平均 3)成雌羊の受胎率 

【成績】1)糞便検査陽性率は、子羊（H26年 65％、H27年 48％、H28年 9％）、成羊（H26年

49％、H27年 39％、H28年 30％）と両者とも顕著に減少した。群での駆虫回数は、複数群合

計で、子羊（H26年 6回、H27年 7回、H28年 1回）、成羊（H26年 5回、H27年 2回、H28年

0 回）と草地ﾛｰﾃｰｼｮﾝが確実に実施された H28 から激減した。2)9 ヵ月齢までの子羊の発育

（DG）平均は、雄（H26年 0.19、H27年 0.20、H28年 0.25）雌（H26年 0.16、H27年 0.19、

H28年 0.21）と向上した。3)成雌羊の子宮内人工授精受胎率は（H25年 33％、H27年 53％、

H28年 73％）と向上した。 

【考察】Refusiaの運用が適切であれば、線虫ｺﾝﾄﾛｰﾙが可能で駆虫の手間と薬品費用が削減

できた。また、利用可能な駆虫薬を長期的に確保できることが確認された。さらに、めん羊

を健康に飼養することを基本とするため、子羊の発育向上だけでなく、成羊の受胎率にも好

影響を及ぼすことが分かった。さらなる検討を重ね、日本での普及を目指したい 


